TKC‐第検04号様式　　

工事監理報告書（シックハウス対策関係）

下記のとおりシックハウス対策における建築工事の施工結果を報告します。

この報告書及び添付図書に記載の事項は、事実に相違ありません。

株式会社　都市建築確認センター　殿
工事監理者　住　所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電　話                   
会社名　　　　　　　　　　　級建築士事務所          登録第　　　　　　号

　　　　　　　　       　　　　　　　　 氏　名　　　　　    　　　　　　　級建築士　       登録第　　　　　　号

工事施工者　住　所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電　話                   
会社名　　　　　　　 　　　 建設業の許可　大臣・知事（　　）第　　　　号

氏　名　　　　　    　　　　
（法人にあっては、その事務所の所在地・名称・代表者氏名及び社印）

建　築　主　住　所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電　話                   
氏　名　　　　　    　　　　
（法人にあっては、その事務所の所在地・名称・代表者氏名及び社印）

記

	工事現場
	名　  称
	
	工区

   　　棟
	工事の種類
	新築・増築・改築

	
	所 在 地
	

	設　計　者
	氏　名
	
	所 属 会 社
	

	階　　数
	地下　　 階　地上　　 階　塔屋　　 階
	建 築 面 積
	
	延 べ 面 積
	

	高　　さ
	軒高　　　  ｍ　　最高　　　  ｍ
	確認済証

交付機関
	

	確認年月日及び番号
	令和　　　　年　　　　月　　　　日　　　　　　　第　　　　　　号

	計画変更・年月日及び番号
	令和　　　　年　　　　月　　　　日　　　　　　　第　　　　　　号

	
	令和　　　　年　　　　月　　　　日　　　　　　　第　　　　　　号

	換 気 設 備
	１．機械換気設備　　　　　　　２．機械換気設備（居室内の空気を浄化して供給する方式）

３．中央管理方式の空気調和設備　　４．令２０条の８第２項　　５．その他（　　　　　）

	工事監理者総合所見
	
	受付欄　※


（注意）１．※印のある欄は、記入しないでください。

２．工事監理者又は工事施工者の氏名（法人の場合にあっては、代表者の氏名）の記載を自署で行う場合においては、

　　　　　押印を省略できます。

３．計画変更した場合は、変更内容を記した別紙を添付して下さい。

４．本報告書を提出した場合は、中間検査申請書及び完了検査申請書の第四面、工事監理の状況の該当する項目のシッ

　クハウス関連事項としては、「別途、工事監理報告書（シックハウス対策関係）のとおり」と記して下さい。
	シ ッ ク ハ ウ ス 対 策 確 認 項 目 報 告
検査・確認した事項の番号を○で囲んでください。

	居　　　室　　　等
	建　築　材　料
	１．各居室等の下地における建築材料の種類及び使用面積が、確認図書と同一であることを確認した。

２．各居室等の接着剤の種類及び使用面積が、確認図書と同一であることを確認した。

３．各居室等の仕上げにおける建築材料の種類及び使用面積が、確認図書と同一であることを確認した。

４．各居室等の塗料の種類及び使用面積が、確認図書と同一であることを確認した。

５．造り付け家具等の材料の種類及び使用面積が、確認図書と同一であることを確認した。

６．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	
	換　気　設　備　（注１）
	７．各居室等の換気設備において、確認図書の換気計画と同一であることを確認した。（換気ガラリ、アンダーカット等）

８．各居室等の換気設備において、確認図書の形状･寸法･規格･機器の性能（換気風量）と同一であることを確認した。

９．各居室等の換気設備において、ダクトの配置が確認図書と同一であることを確認した。

10. その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	
	そ  の　他
	11. 各居室等の建具及び造り付け家具の種類及び形状が、確認図書と同一であることを確認した。

	天　　　井　　　裏　　　等　（注２・３）
	建 築 材 料
	１．天井裏等の仕上げにおける建築材料の種類が、確認図書と同一であることを確認した。（Ｆ☆☆☆以上を使用の場合）

２．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	
	換 気 設 備
	３．天井裏等の換気設備において、確認図書の形状･寸法･規格･機器の性能（換気風量）と同一であることを確認した。

４．天井裏等の換気設備において、ダクトの配置が確認図書と同一であることを確認した。

５．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	
	そ の 他
	６．天井裏等において気密層又は通気止めによって、居室と区画したことを確認した。

７．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	写　　　真
	（別添のとおり）

※写真には、現場名・撮影日・撮影箇所・撮影対象材料・撮影目的が分かるように注釈を付けて下さい。


注１）換気設備の種類及びダクトの配置等が現場で確認できない場合、カタログ・写真又は換気量の測定結果を添付して下さい。

注２）天井裏等とは、天井裏・床裏・換気経路になっていない納戸・ウォークインクローゼット・屋根裏収納・押入等です。

注３）いずれか１つを○で囲んで下さい。ただし、部位ごとに別の対応を行った場合は、それぞれ部位名も書いて下さい。

　　　（例：天井裏は換気設備、押入は建築材料で対応）

【シックハウス関連工事の記録作成について】
建築基準法で定めるシックハウス規制に伴なう記録帳票の作成

①　木工事で使用する木材

　　普通合板、特殊加工化粧板、難燃合板及び集成材に、Ｆ☆☆☆☆を使用した場合

②　内装プレハブで使用する木材

　　普通合板、化粧合板、集成材及び台板合板に、Ｆ☆☆☆☆を使用した場合

③　木製建具に使用する木材

　　表面材、心材に用いる合板類及び集成材類に、Ｆ☆☆☆☆を使用した場合

④　塗装工事での使用材料

　　室内で使用する塗料に、Ｆ☆☆☆☆を使用した場合

⑤　内装工事で使用する木材

　　普通合板、パーティクルボード、集合フローリング、壁紙及び接着剤に、Ｆ☆☆☆☆を使用した場合

⑥　雑工事で使用する木材

　　キッチンセット（流し台、コンロ台）、吊り棚、浴室ユニット及び洗面化粧台に、Ｆ☆☆☆☆を使用した場合
記録（現場写真及び納品書等）

○　「住宅部品表示ガイドライン」に基づく等級の記録・・・記録写真

○　壁・床及び天井その他の内装の仕上げの主要な部分毎に、建築材料の種別が判断できる、当該部分を写した

　　写真の添付
［住宅部品表示ガイドラインに基づく記載例］

	１）商品名：○○○収納
２）○○株式会社

３）Ｆ☆☆☆☆（下地部分　Ｆ☆☆☆）

４）（住宅部品表示ガイドラインによる）

５）ロット番号、製造年月日など

６）

内装仕上部分　　　　　　　　　　　　　下地部分

ホルムアルデヒド

発散建築材料

発散区分

　

ホルムアルデヒド

発散建築材料
発散区分

ＰＢ

Ｆ☆☆☆☆

ＰＢ

Ｆ☆☆☆☆
ＭＤＦ

Ｆ☆☆☆☆
接着剤

Ｆ☆☆☆☆
合板

Ｆ☆☆☆☆
接着剤

Ｆ☆☆☆☆
７）○○－○○○○－○○○○（電話番号など）


※ これら事項は一括して表示する必要はなく、製品・梱包・施工説明書などに分散していても、全項目

　　 が現場で確認できればよい。

· 部分ごとの構成材料など、製品に関する説明が追加されることは問題ない。

（記載例）　完了検査申請書　第十九号様式（第四面）工事監理の状況

中間検査申請書　第二十六号様式（第四面）工事監理の状況

（第四面）

工事監理の状況

	
	確認を行った部位・材料の種類等
	照会内容


	照会を行った設計図書
	設計図書の内容について設計者に確認した事項
	照合方法
	照合結果（不適の場合には建築主に対して行った報告の内容）

	略
	略
	略
	略
	略
	略
	略

	居室の内装の仕上げに用いる建築材料の種別及び当該建築材料を用いる部分の面積
	寝室の床・壁・天井

居間の床・壁・天井

食事室の床・壁・天井

造り付けの家具・建具

等
	下地の種類及び面積

接着剤の種類及び面積

仕上げ材の種類及び面積

塗装の種類及び面積

建具及び造り付け家具の種類及び形状

等
	使用建築材料表建具表
	無し

無し

無し

無し
	受入時の検査及び工程終了時に現場で照合

受入時の検査及び工程終了時に現場で照合

受入時の検査及び工程終了時に現場で照合

受入時の検査及び工程終了時に現場で照合
	適

	略
	略
	略
	略
	略
	略
	略

	建築設備に用いる材料の種類並びにその照合した内容、構造及び施工状況(区画貫通部の処理状況を含む。)
	居室の換気設備

天井裏の換気設備

天井裏、小屋裏
	形状・寸法・規格・機器の性能

（換気風量）

気密層・通気止めの状況

下地材、断熱材等の種類
	構造詳細図

圧力損失に係る計算書

矩計図
	無し

無し
	受入時の製品確認及び取り付け時に現場で確認

受入時の製品確認及び取り付け時に現場で確認
	適

	備考
	
	
	
	
	
	


（記載例）　材料受入記録一覧表(参考)

	材料名
	等級
	規格

JIS JAS

認定番号
	受入日
	受入日
	受入日
	受入日
	合計
	換算値

	商品名
	
	
	数量
	数量
	数量
	数量
	
	

	床フローリング
	F☆☆☆☆
	JAS　○○○
	9/25
	10/25
	
	
	25箱
	25箱×3.3m2＝

82.5m2

	㈱○○　△△△△
	
	
	15箱
	10箱
	
	
	
	

	床合板
	F☆☆☆
	JAS　○○○
	9/15
	10/15
	
	
	45枚
	45枚×1.65 m2＝

74.25 m2

	㈱××　□□□□
	
	
	30枚
	15枚
	
	
	
	

	・・・・
	・・・
	・・・・
	
	
	
	
	・・・
	・・・・

	・・・・
	
	
	
	
	
	
	
	

	・・・・
	・・・
	・・・・
	
	
	
	
	・・・
	・・・・

	・・・・
	
	
	
	
	
	
	
	

	壁紙
	F☆☆☆☆
	JIS○○○
	9/30
	10/10
	10/30
	
	250m2
	250 m2

	㈱○○　××××
	
	
	100m2
	100m2
	50m2
	
	
	

	壁用接着剤
	F☆☆☆☆
	JIS○○○
	9/30
	10/10
	10/30
	
	50kg
	50kg÷0.2kg/m2＝

250 m2

	㈱○○　□□□□
	
	
	20kg
	20kg
	10kg
	
	
	

	壁用合板
	F☆☆☆
	JAS　○○○
	9/20
	10/20
	
	
	160枚
	160枚×1.65 m2＝

264 m2

	㈱△△　□□□□
	
	
	80枚
	80枚
	
	
	
	

	・・・・
	・・・
	・・・・
	
	
	
	
	・・・
	・・・・

	・・・・
	
	
	
	
	
	
	
	

	・・・・
	・・・
	・・・・
	
	
	
	
	・・・
	・・・・

	・・・・
	
	
	
	
	
	
	
	

	建具　WD－1～5
	F☆☆☆☆
	
	9/20
	
	
	
	10枚
	

	㈲□□
	
	
	10枚
	
	
	
	
	

	・・・・
	・・・
	・・・・
	
	
	
	
	・・・
	・・・・

	・・・・
	
	
	
	
	
	
	
	

	断熱材
	F☆☆☆☆
	JIS○○○
	8/30
	9/20
	
	
	80枚
	80枚×1.65 m2＝

132 m2

	㈱△△　××××
	
	
	50枚
	30枚
	
	
	
	

	システムキッチン
	F☆☆☆☆
	○○協会

表示制度
	10/30
	
	
	
	1基
	

	㈱△△　□□□□
	
	
	1基
	
	
	
	
	

	・・・・
	・・・
	・・・・
	
	
	
	
	・・・
	・・・・

	・・・・
	
	
	
	
	
	
	
	


（記載例）　工事写真提出例（参考）

	※　監理者立ち会いのもと、現場に搬入した写真
	　材料受入れ状況　　　　　　　

　受入日：令和○年○月○日　　

　材料名：○○○○○　　　　　

　等　級：F☆☆☆☆　　　　　 

　　　　　　　　　　　　　　　

	
	

	※　材料と表示（ラベル等）がわかる写真
	　等級表示確認                

　受入日：令和○年○月○日　　

　材料名：○○○○○　　　　　

　等　級：F☆☆☆☆　　　　　 

　規　格：JIS○○○○　　　　 

	
	

	※　取り付け部位と材料がわかる写真
	　内装取り付け状況            

　施工日：令和○年○月○日　　

　室　名：洋室(1)　　　　　　 

　部　位：床　　　　 　　　　 

　材料名：○○○○○　　　　　


